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４月25日、社会福祉法人５施設と医療法人２施設が、連絡会を立ち上げました。



2022.５ とおの社協　福祉だより ２

「
福
祉
向
上
へ
」
い
ざ
躍
進
！

遠
野
市
社
会
福
祉
法
人
等
連
絡
会
は
、
遠
野
の
福
祉
を
将
来
に
渡
っ
て
支
え
て
い

く
た
め
に
、
保
育
、
介
護
、
障
が
い
者
支
援
な
ど
法
人
が
専
門
分
野
を
超
え
て
連
携

す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
を
背
景
と
し
て
、
複
雑
多
様
化
し
て
い
る
地

域
生
活
課
題
や
、
そ
れ
を
支
え
る
医
療
福
祉
・
介
護
現
場
の
担
い
手
不
足
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
法
人
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
課
題
に
対
し
て
、
連
携
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
規
約
に
従
っ
て
役
員
が
選
任
さ
れ
た
後
、
令
和
４
年
度
の
事
業
計
画
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

宮守地域で要介護高齢者の在宅生活を支援するため、ともり会と当協議会の連携による相談支援の取り

組みが始まりました。介護保険制度がスタートした平成12年から、それぞれ居宅介護支援事業を運営して

きました。しかし、人口減少に伴う利用者数の減少により、５年前には各４名配置していたケアマネジャ

ーは、令和３年度には各２名の配置となり、両法人ともに事業継続が見通せない状況となりました。

人口減少による事業撤退を回避し、宮守地域の相談支援機能を維持・強化するため、両法人で新たな展

開を模索した結果、事業所統合という形で双方合意となりました。

４月１日より、ともり会所属ケアマネジャ

ー２名が当協議会へ出向しています。専門職

を集約したケアマネジャー４名の新体制で、

より充実したケアプラン作成や相談支援を展

開しております。

また、みやもり荘内に配置されていた在宅

介護支援センター宮守の相談員も、丸ごと相

談員として宮守福祉センターに拠点を移し、

ケアマネジャーと情報共有しながら業務をス

タートさせております。　

宮守地域の、より一層のサービス充実を目

指し、切れ目のない支援提供を行ってまいり

ます。

★法人連携による居宅介護支援事業所がスタート★

社会福祉法人

とおの松寿会

社会福祉法人

遠野市保育協会

社会福祉法人

ともり会

社会福祉法人

睦会

社会福祉法人

遠野市社会福祉協議会

法　人 出席者 役　員

理事長

松田　功

理事長

中浜　艶子

理事長

遊田　啓悦

理事長

新里　佳子

事務長

村井　敏明

施設長
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会長

及川　増德

副会長

監　事

会　長

医療社団法人
敬和会

介護老人保健施設とおの

医療法人
中庸会

介護老人保健施設やまゆりの里
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丸ごと相談員の『９地区配置』について

【継続的支援事業】
必要な支援が届いていない人に支援を届けるための事業です。本人と

直接関わるための信頼関係の構築や、本人とのつながりづくりを目的と

しています。

９地区に配置された「丸ごと相談員」が身近な相談員として、訪問等

により相談を受け止め、本人に必要な支援を届けます。

【多機関協働事業】
丸ごと相談員等が受け止めた相談を、関係機関との連携・協働により

支援することを目的とした事業です。

遠野健康福祉の里内に「包括化推進員(社協職員)」を配置し、各支援

機関の役割分担や、支援の方向性の共有などを行います。

当協議会所属の丸ご

と相談員が各地区セン

ターに勤務していま

す。

附馬牛地区相談員

菊池　静子

☎：080-5849-5825

土淵地区相談員

阿部　弘恵

☎：090-1065-1146

青笹地区相談員

久慈　学

☎：090-1065-1179

上郷地区相談員

谷地　信弥

☎：080-5849-5826

遠野地区相談員

佐々木 隆一

☎：080-5743-6940

綾織地区相談員

菊池　直美

☎：090-1065-1275

小友地区相談員

菊池　律子

☎：080-5849-5824

【医療法人　敬和会】

松崎地区　丸ごと相談員

菊 池　 薫
☎：090-6621-7286
松崎地区センター内

＜３年度の取組＞

・見守り活動団体の組織化、支援

・スマイルランチ松崎(多世代交流食堂)

＜４年度の意気込み＞

各団体や組織で活動している沢山の「活動と活

動、ヒトとヒトが繋がることを」意識し、『活動

が共働で動くシステム(サイクルの構築)』に力を

入れたいです。 

【社会福祉法人　ともり会】

宮守地区　丸ごと相談員

熊 谷　達 也
☎：080-1662-1346
宮守福祉センター内

＜３年度の取組＞

・宮守、達曽部地区へのサロン支援

・認知症キッズサポーター養成講座支援

＜４年度の意気込み＞

気軽な相談窓口になりたいです。いつまでも元

気で過ごせる地域を目指し、認知症サポーターの

輪を広げ、『支え合う地域づくり』を目指して活

動します。

包括化推進員

佐々木　ひろみ
遠野健康福祉の里内
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事　務　局

事務局長

（兼）地域活動支援センター所長

総務企画課長

地域福祉課長兼在宅福祉課長

（兼）ボランティア活動センター所長

地域福祉課主幹

高 橋　洋 子

菊 池　健 也

菊 池　純 伸

佐々木ひろみ

三
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で

い
な
が
ら
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
変
異
し
続
け
、
依
然
と
し
て
私
た
ち

の
前
に
脅
威
と
し
て
立
ち
は
だ
か
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
感
染
症
対
策
を
徹

底
し
、
社
会
経
済
活
動
を
再
開
し
よ
う

と
す
る
動
き
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

当
協
議
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
負
け
な
い
業
務
管
理
に
努

め
、
市
民
や
ご
利
用
者
に
寄
り
添
い
、

地
域
福
祉
、
在
宅
福
祉
及
び
介
護
保
険

の
各
事
業
推
進
に
取
り
組
む
所
存
で

す
。今

年
度
、
早
く
も
動
き
出
し
た
取
り

組
み
が
あ
り
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
と
も
り
会
か
ら
二
名

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
出
向
を
得
て

「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
宮
守
」
の
体

制
強
化
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
遠
野
市
の
受
託
事
業
「
多
機

関
協
働
事
業
」
に
お
い
て
、
「
丸
ご
と

相
談
員
」
と
し
て
医
療
法
人
敬
和
会
職

員
一
名
が
松
崎
地
区
セ
ン
タ
ー
内
に
、

社
会
福
祉
法
人
と
も
り
会
職
員
一
名
が

宮
守
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
そ
れ
ぞ
れ
出

向
し
、
九
地
区
セ
ン
タ
ー
で
一
体
的
に

相
談
支
援
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
四
月
二
十
五
日
に
は
、
市

内
の
七
つ
の
医
療
・
社
会
福
祉
法
人
が

「
遠
野
市
社
会
福
祉
法
人
等
連
絡
会
」

を
設
立
し
、
法
人
が
抱
え
る
課
題
や
地

域
の
生
活
課
題
に
連
携
、
協
働
し
て
取

り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

令
和
四
年
度
も
「
た
す
け
あ
い

さ

さ
え
あ
う

福
祉
で
と
お
の
づ
く
り
」

を
基
本
に
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
「
と
も
に
生
き
る
豊
か

な
地
域
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、
役

職
員
一
体
と
な
っ
て
、
明
る
く
、
元
気

に
前
進
し
て
参
り
ま
す
。

市
民
各
位
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会長　及　川　増　德

令
和
四
年
度
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り

令和４年度　遠野市社会福祉協議会　事務局・事業所体制

介護保険事業所

ヘルパーステーション薬研淵所長

(訪問介護事業所 兼 訪問入浴事業所)

訪問看護ステーションとおの所長

ふれあいホーム薬研淵所長

ふれあいホーム小友所長

ふれあいホーム附馬牛所長

ふれあいホーム上郷所長

居宅介護支援事業所とおの所長

居宅介護支援事業所上郷所長

居宅介護支援事業所宮守所長

ショートステイ上郷所長

佐々木美穂子

菊池　亮公

佐々木　勇二

小笠原久美子

菊 池　郁 子

阿部　めぐみ

佐々木　久紀

及 川　広 子

菊 池 和 彦

多田　秀子
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令 和 ４ 年 度 当 初 予 算

基本方針「たすけあい　ささえあう　福祉でとおのづくり」

►法人全体
オール社協（地域福祉と介護保険事業）の連携・協働の推進

►総務企画
・第９回遠野市社会福祉大会の開催（隔年開催）

・社会福祉法人等連絡会での連携・協働による事業開発に向けた検討

►地域福祉
・新たな地域支え合い推進のため包括化推進員を配置

・自立生活相談窓口に就労準備支援を追加受託し専任の相談支援員を配置

・丸ごと相談員の充実と他法人との連携

►在宅福祉
・介護職員の処遇改善に向けた取り組み

・法人連携による事業所、相談機能の強化（宮守地域）

・感染症、災害などの事業継続の取り組み（感染ＢＣＰ、災害ＢＣＰ）

・適正な介護保険事業の運営検討（ふれあいホーム、ショートステイ上郷）



一人暮らし高齢者交流会、敬老

会、高齢者・障がい者・児童福祉

支援、ボランティア活動支援など

福祉団体・ボランティア団体等

の研修時マイクロバス活用

運営費の一部として

理事会、評議員会、各委員会等の

会議費、その他法人運営費等

内　　　容

６2022.５ とおの社協　福祉だより

令和４年度社協会費

目標額 ６，０２４千円
（令和３年度実績6,020千円）

【一般会費】１世帯　　　７００円
【賛助会費】１人　　３，０００円
【団体会費】１団体　３，０００円

当協議会は市民の皆さまの支援をいた

だきながら「誰もが安心して暮らせる福

祉のまちづくり」を推進する民間の福祉

団体（社会福祉法人）です。

地域福祉活動を推進するにあたり、市

内に住む皆さまのご協力による「会費」

が必要です。社協活動や地域福祉活動に

ご賛同の上、会員になっていただき、住

民同士の支え合い活動を発展・活性化し

ていくための会費納入にご協力頂きます

ようお願いいたします。

土淵支部で行われたサロンの様子
会費の使い方

事　　　業

社協11支部の

運営費補助

福祉団体等

研修活動支援

ボランティア活動セン

ター、遠野市地域活動

支援センター

法人運営費など

災害義援金について～ご協力のお願い～

令和４年４月福島県沖地震災害義援金

名　　称

１
令和４年３月22日（火）から

令和４年６月30日（木）まで

募集期間

【問い合わせ】遠野市共同募金委員会（遠野市社会福祉協議会内）　☎ 62－8459

遠野市共同募金委員会では、被災された方々を支援するための義援金を下記のとおり受け付けていま

す。寄せられた義援金は、当該県の共同募金会、配分委員会を通じて被災者の方へ公正・適正に配分さ

れます。



３月25日に開かれた運営委員会において、令和４年度事業計画、募金目標が次のとおり決定しました。

１．事業推進の方向性

・募金目標額を前年度実績額の１％増とし、募金増額に努める
・募金活動の強化として、募金付き自動販売機設置の推進
・助成と寄付の循環に役立つ助成結果を活用した広報活動の強化
・分かりやすく透明な助成および組織機能の強化を図るための審査委員会を実施

２　募金運動の展開

・赤い羽根募金運動（10月１日〜12月31日） ・歳末たすけあい運動（12月１日〜31日）
本年度の目標額 ６，９６８，０００円 本年度の目標額 ２，７２４，０００円

（前年度実績 6,898,071円の1％増） （前年度実績 2,696,811円の1％増）

７ 2022.５とおの社協　福祉だより

令和４年度　

岩手県共同募金会　遠野市共同募金委員会事業計画

赤い羽根共同

募金って何？

福祉のまちづくりを支える募金です！

様々な地域福祉の課題解決に取り組
む社会福祉施設や、地域の福祉活動団
体等の活動を支援します。ご協力頂い
た募金の７割が遠野市の「民間社会福
祉事業」充実のために活用され、ほか
は県全体の災害支援金等として活用さ
れます。
地域団体への支援として、令和４年

度は、令和４年５月19日現在、一般公
募から「サロンおんで屋配食部」「た
んぽぽ会（不登校を考える親の会）」
等４団体に助成します。
また、次の通り再募集を致しますの

で、奮ってご応募ください。

住民参加によるコミュニティづくりの推進を目的に、「誰もが
安心して暮らせる福祉のまちづくり」活動を支援するため、住民
を対象として行う地域での福祉活動に助成します。「こんなこと
できたらいいな」を応援します。まずはご相談ください！

事業実施期間：令和４年８月１日〜令和５年３月31日
対 象 団 体：ボランティア団体、自治会等の住民グループ等
対 象 経 費：幼児・児童・生徒、高齢者、障がい児・者、

その他住民を対象として行う地域での福祉活動
を目的に実施する事業経費

助 成 額：１団体10万円以内
応募受付期間：令和４年５月19日〜令和４年６月10日
応 募 方 法：
本会が指定する応募書類にて申請してください。
申請用紙は、当協議会ホームページでダウンロードできるほ

か、遠野市共同募金委員会（遠野市社会福祉協議会内）にもあ
ります。また、郵送でも対応いたします。

【問い合わせ】　
遠野市共同募金委員会　☎　62−8459

「福祉でとおのづくり」を支える募金です。

市民の皆さまのご理解とご協力、よろしくお願いします。

令和４年度「地域福祉活動」
助成事業について

～助成事業第２次公募のおしらせ～
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自立生活相談窓口のご案内

自立生活相談窓口は、市内にお住まいの方で「仕事がなく日々の生活が苦しい」、「収入が少なく生活
を維持することが難しい」など経済的にお困りの方を対象とした相談窓口です。
自立生活相談、家計相談、就労（準備）相談など、ご相談内容に合わせて適切な窓口におつなぎするほ
か、個別の支援を行います。※相談は無料です
〈相談例①〉：無職、人とのコミュニケーション苦手⇒短期就労求人者とのマッチングで収入得、少しずつ人と慣れた！
〈相談例②〉：所持金少なく、頼れる人もいない⇒食糧支援でつなぎ、月の支出の工夫を一緒に考えて生活を見直してみた！

新事業 就労準備支援事業 〜今年度から新たな取り組みがはじまります〜

3つの柱
１．日常生活自立 ２．社会生活自立 ３．就労自立

◎就労の準備として「３つの柱」を掲げ、ともに計画的な目標を立てて支援します
例えば・・・働く自信がない／コミュニケーションに自信がない／生活リズムが乱れがち等
◎働くことに困っていたら一人で悩まず、まずは遠野市自立生活相談窓口へご相談ください。
相談時間：午前８時30分〜午後５時15分 ☎68−3194（健康福祉の里内 直通）

☎62−8459（遠野市社会福祉協議会）※休日のご相談はこちらに

～フードバンクへの食糧寄付のお願い～ 長期保存可能な食料品を随時募集しております！

食糧支援は、生活困難な方が次のステージに進むために大きな役割を果たします。

●常温保存可能で賞味（消費）期限が３ケ月以上あるもの

●未開封で賞味期限の記載があるもの

※バラのものでも賞味期限の記載があるものは可

※お米（精米、玄米ともに前年度までのもの）

※青果物、日用品、アルコール類はお受けできません

釜石・遠野地域成年後見センター遠野サテライトの高橋です。今回は「親なき後の問題」をテーマ

に、お話をさせていただきます。

「親なき後の問題」とは、障がい等のある子供がいる場合で、親が死を迎えた時、その子供の将来を

託せる他の子や親族がいない場合に、今後の支援者がいなくなってしまう問題のことをいいます。

ご家族によっては遠い将来のことであり、「自分達にはまだ早い」とお考えの方もいらっしゃると思

います。しかし、親も当然、高齢になっていきます。選択肢を増やし、子の将来に備えませんか？

当センターでは支援策のひとつとして、「成年後見制度」の紹介を行っております。個別相談はもち

ろんのこと、団体様向けに出前講座も承っております。

お気軽にご相談ください。

【問い合わせ】　釜石・遠野地域成年後見センター　遠野サテライト

（遠野市社会福祉協議会内）　☎62−8459

～　権利擁護コーナー　～

皆様からのご寄付は

「NPO法人フードバンク岩手」までお届

けし、県内の生活にお困りの方への支援に

活用されています。



生活福祉資金「特例貸付」
受付期間延長のお知らせ

「新型コロナウイルス感染症の影響による減収(勤務

日数が減る等)」で、生活資金にお困りの皆さまへの特

例貸付の受付期間が延長となっています。

・緊急小口資金 上限額：20万円

・総合支援資金 上限額：45万円、60万円

※世帯員数によって

相談、申込みは予約制となっております。貸付要件

や申請に必要な書類等をご案内しますので、事前にお

電話いただきますようお願いいたします。
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無料弁護士相談【要予約】

心配ごと相談

住民が抱える様々な相談に対し、解決へのアドバイスや
専門機関及び関係機関への紹介を行っています。また、遠
野ひまわり基金法律事務所の協力を得て、無料弁護士相談
を実施しています。
一人で悩まずにお気軽にご相談ください。

◇遠野地区：遠野市総合福祉センター相談室
☎62‐9260（開設時のみ）

日時：６月３日（金）、17日（金）
７月１日（金）、15日（金）
午前10時～午後４時

◇宮守地区：宮守総合支所相談室
☎67‐2833

日時：６月22日（水）、７月20日（水）
午前10時～午後４時

※一人30分から１時間以内となります。
◇宮守総合支所相談室
６月22日（水）午前10時～午後５時
◇遠野市総合福祉センター相談室
７月15日（金）午前10時～午後５時

【予約・問い合わせ】遠野市社会福祉協議会
地域福祉課　　　　☎62－8459
宮守福祉センター　☎67－2833

令和４年度　在宅障がい者交流事業

『遠野馬の里　乗馬体験』参加者募集

◇ 予約・問い合わせ

遠野市社会福祉協議会　地域福祉課　貸付担当　

☎６２－８４５９
時間（平日）午前８時15分　～　午後５時15分

受付期間：令和４年８月31日

【乗馬による効果】乗馬運動により体幹を鍛えることで、猫背が解消し

内臓が正しい位置に戻り、血流がよくなる効果が得られます。また馬との

コミュニケーションによる心の安定、趣味やお友達等と楽しむ交流の場と

してなど、様々な効果が得られます。

今年度も遠野馬の里・乗馬スポーツ少年団のご協力を頂き実施します。

乗馬体験や大きくてつぶらな瞳をした馬をご覧になり、心身ともに癒され

てみてはいかがでしょうか。申込みをお待ちしております。

場　　所：遠野馬の里

時　　間：午後２時30分～

（午後２時現地集合）

対　　象：遠野市在住の障がいを

お持ちの方とその家族

参 加 料：無料

参加人数：10名程度

実施予定日（日曜日開催）

第１回：５月29日

第２回：６月19日

第３回：７月３日

第４回：７月24日

第５回：９月４日

第６回：11月６日

【問い合わせ・申込み先】　　申込み締め切り：５月25日（水）

地域福祉課　☎628459/FAX629311　ボランティア市民交流サロンちょボラ　☎633535/ FAX632828　
※ＦＡＸでお申し込みの方は、住所・氏名・電話番号・FAX番号を明記の上、お申し込みください。 
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【お詫びと訂正】
とおの社協福祉だより第95号に誤りがありまし

た。下記のとおり訂正してお詫び申し上げます。

３ページ
赤い羽根共同募金運動協力団体紹介の【法人募金】
「農事組合法人　かみごう農産　様」

４ページ 附馬牛小学校　様の写真は

10ページ（誤）日蓮宗知恩寺寒修行講中一同　様　
（正）日蓮宗智恩寺寒修行講中一同　様

職員募集（看護師・准看護師）
雇用形態　正職員

就業場所　デイサービス（ふれあいホーム）

募集期間　随時

試験内容　書類選考、面接、筆記試験「作文」

※　詳細はハローワーク求人情報及びホームページで

ご確認ください。

【担当】総務企画課　☎６２－８４５９

募集職種

看護師または准看護師

採用人数

１名




